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(57)【要約】
【課題】　吐出部が外観を損なうことを抑制可能な乾燥
装置を提供すること。
【解決手段】　吸気口１４，１５及び吐出口１１を有す
る筐体１０と、筐体１０内に収容された送風手段２と、
送風手段２と吐出口１１との間に設けられ、送風手段２
により送り出される空気を加熱する加熱手段３と、吐出
口１１に設けられる、伸縮可能な吐出部５と、を備え、
吐出部５は、吐出口１１側に保持された状態において、
送風手段２の送風方向に沿って延出する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸気口及び吐出口を有する筐体と、
　前記筐体内に収容された送風手段と、
　前記送風手段と前記吐出口との間に設けられ、前記送風手段により送り出される空気を
加熱する加熱手段と、
　前記吐出口に設けられる、伸縮可能な吐出部と、を備え、
　前記吐出部は、前記吐出口側に保持された状態において、前記送風手段の送風方向に沿
って延出することを特徴とする、乾燥装置。
【請求項２】
　前記吐出部は、ホースと、前記ホースの一端と前記筐体との間に介在するホース取付部
と、前記ホースの他端に設けられるノズルと、を含み、
　前記ノズルは、前記ホース取付部に対して脱着可能である、請求項１に記載の乾燥装置
。
【請求項３】
　前記送風手段は、前記送風方向と交差する方向である第１方向に沿う回転軸周りに回転
することにより風を発生されるファン及び当該ファンを駆動する駆動部を有しており、
　前記筐体は、前記第１方向において互いに対向する第１側面及び第２側面と、前記第１
側面に設けられ且つ電源コードを収容するためのコード収容部を有する、請求項１または
２に記載の乾燥装置。
【請求項４】
　前記コード収容部は、前記第１側面から前記第１方向に突出し且つ前記電源コードが巻
かれる胴体部を含み、
　前記駆動部の少なくとも一部が、前記胴体部に収容されている、請求項３に記載の乾燥
装置。
【請求項５】
　前記筐体は、前記送風方向の一方側を向き且つ前記吐出口が設けられた第３側面及び前
記送風方向において前記第３側面とは反対側を向く第４側面を有し、
　前記第４側面側から前記筐体を支持するための支持部をさらに備える、請求項１ないし
４のいずれかに記載の乾燥装置。
【請求項６】
　前記筐体は、前記送風方向及び前記送風手段の回転軸が沿う第１方向と直角である第２
方向一方側を向く上面を有し、
　前記上面から前記第２方向一方側に離間し且つ前記送風方向に延びるバー部を含む把持
部を備え、
　前記把持部は、前記支持部を含む、請求項５に記載の乾燥装置。
【請求項７】
　前記筐体は、前記送風方向の一方側を向き且つ前記吐出口が設けられた第３側面及び前
記送風方向において前記第３側面とは反対側を向く第４側面を有し、
　前記コード収容部は、前記胴体部に設けられ且つ前記電源コードの少なくとも一部を覆
うカバー部を含み、
　前記カバー部は、前記第４側面と面一である自立面を含む支持部を有する、請求項４に
記載の乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乾燥装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　布団などの生活用品を乾燥する乾燥装置が知られている。特許文献１には、従来の乾燥
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装置の一例が開示されている。同文献の乾燥装置は、送風機及び加熱手段を収容する筐体
と、筐体から延びる吐出部とを備えている。この吐出部は、筐体に固定されたホースを有
する。筐体には、隣り合う側面の間に、上下方向に延びる凹部が形成されている。ホース
は、筐体の上部に取り付けられており、凹部に沿うように保持可能とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－０７６６９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　筐体の隅部にホースを保持するための凹部を形成すると、筐体、ひいては乾燥装置全体
の外観を損ねることが懸念される。また、筐体の製造が複雑化するという問題がある。さ
らに、ホースが外観に表れることは、美観の観点から好ましくない。
【０００５】
　本発明は、上記した事情のもとで考え出されたものであって、吐出部が外観を損なうこ
とを抑制可能な乾燥装置を提供することをその課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によって提供される乾燥装置は、吸気口及び吐出口を有する筐体と、前記筐体内
に収容された送風手段と、前記送風手段と前記吐出口との間に設けられ、前記送風手段に
より送り出される空気を加熱する加熱手段と、前記吐出口に設けられる、伸縮可能な吐出
部と、を備え、前記吐出部は、前記吐出口側に保持された状態において、前記送風手段の
送風方向に沿って延出することを特徴としている。
【０００７】
　本発明の好ましい実施の形態においては、前記吐出部は、ホースと、前記ホースの一端
と前記筐体との間に介在するホース取付部と、前記ホースの他端に設けられるノズルと、
を含み、前記ノズルは、前記ホース取付部に対して脱着可能である。
【０００８】
　本発明の好ましい実施の形態においては、前記送風手段は、前記送風方向と交差する方
向である第１方向に沿う回転軸周りに回転することにより風を発生されるファン及び当該
ファンを駆動する駆動部を有しており、前記筐体は、前記第１方向において互いに対向す
る第１側面及び第２側面と、前記第１側面に設けられ且つ電源コードを収容するためのコ
ード収容部を有する。
【０００９】
　本発明の好ましい実施の形態においては、前記コード収容部は、前記第１側面から前記
第１方向に突出し且つ前記電源コードが巻かれる胴体部を含み、前記駆動部の少なくとも
一部が、前記胴体部に収容されている。
【００１０】
　本発明の好ましい実施の形態においては、前記筐体は、前記送風方向の一方側を向き且
つ前記吐出口が設けられた第３側面及び前記送風方向において前記第３側面とは反対側を
向く第４側面を有し、前記第４側面側から前記筐体を支持するための支持部をさらに備え
る。
【００１１】
　本発明の好ましい実施の形態においては、前記筐体は、前記送風方向及び前記送風手段
の回転軸が沿う第１方向と直角である第２方向一方側を向く上面を有し、前記上面から前
記第２方向一方側に離間し且つ前記送風方向に延びるバー部を含む把持部を備え、前記把
持部は、前記支持部を含む。
【００１２】
　本発明の好ましい実施の形態においては、前記筐体は、前記送風方向の一方側を向き且
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つ前記吐出口が設けられた第３側面及び前記送風方向において前記第３側面とは反対側を
向く第４側面を有し、前記コード収容部は、前記胴体部に設けられ且つ前記電源コードの
少なくとも一部を覆うカバー部を含み、前記カバー部は、前記第４側面と面一である自立
面を含む支持部を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、吐出部が外観を損なうことを抑制できる。
【００１４】
　本発明のその他の特徴及び利点は、添付図面を参照して以下に行う詳細な説明によって
、より明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る乾燥装置を示す斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る乾燥装置を示す斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る乾燥装置を示す分解斜視図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る乾燥装置を示す（ａ）は、平面図であり、（ｂ）は
側面図であり、（ｃ）は、底面図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る乾燥装置を示す（ａ）は、正面図であり、（ｂ）は
、背面図である。
【図６】図４（ａ）のＶＩ－ＶＩ線に沿う断面図である。
【図７】図４（ｂ）のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿う断面図である。
【図８】図４（ｂ）のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線に沿う要部断面図である。
【図９】本発明の第１実施形態に係る乾燥装置の吐出部を示す分解斜視図である。
【図１０】本発明の第１実施形態に係る乾燥装置の吐出部を伸長させた状態を示す斜視図
である。
【図１１】本発明の第１実施形態に係る乾燥装置の吐出部を伸長させた状態を示す断面で
ある。
【図１２】本発明の第２実施形態に係る乾燥装置を示す側面図である。
【図１３】本発明の第２実施形態に係る乾燥装置を示す背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の好ましい実施の形態につき、図面を参照して具体的に説明する。
【００１７】
　本開示における「第１」、「第２」、「第３」等の用語は、単にラベルとして用いたも
のであり、それらの対象物に順列を付することを意図していない。
【００１８】
＜第１実施形態＞
　図１～図１１は、本発明の第１実施形態に係る乾燥装置を示している。本実施形態の乾
燥装置Ａ１は、布団などの生活用品を乾燥するために用いられ、本体部１、吐出部４及び
把持部１２により構成され、本体部１にて生成された温風を吐出部４から吐出させる。特
に布団を暖める場合には、使用者が把持部１２を掴んで乾燥装置Ａ１を持ち運び、例えば
掛け布団と敷き布団との間に吐出部４を挿入する。この状態において、乾燥装置Ａ１を運
転動作させることで布団の温めが可能となる。なお、乾燥装置Ａ１は、所定の温風を吐出
する構成であればよく、必ずしも乾燥機能を果たすものに限定されず、例えば生活用品を
温める機能を果たすものであってもよい。また、乾燥対象物の温め方は、乾燥対象物に吹
き付ける態様であればよく、上述した布団の温め方のように掛け布団と敷き布団との間に
吐出部４を挿入する態様には限られない。
【００１９】
　図１は、乾燥装置Ａ１を示す斜視図である。図２は、乾燥装置Ａ１を示す斜視図である
。図３は、乾燥装置Ａ１を示す分解斜視図である。図４（ａ）は、乾燥装置Ａ１を示す平
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面図であり、（ｂ）は側面図であり、（ｃ）は、底面図である。図５（ａ）は、乾燥装置
Ａ１を示す正面図であり、（ｂ）は、背面図である。図６は、図４（ａ）のＶＩ－ＶＩ線
に沿う断面図である。図７は、図４（ｂ）のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿う断面図である。図８
は、図４（ｂ）のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線に沿う要部断面図である。図９は、乾燥装置Ａ１
の吐出部を示す分解斜視図である。図１０は、乾燥装置Ａ１の吐出部を伸長させた状態を
示す斜視図である。図１１は、乾燥装置Ａ１の吐出部を伸長させた状態を示す断面である
。これらの図において、ｘ方向は、本発明における送風方向に相当する。ｙ方向は、本発
明における第１方向に相当する。ｚ方向は、本発明における第２方向に相当する。ｚ方向
の一方側を「上」、他方側を「下」と称する場合がある。また、ｘ方向の一方側を「前」
、他方側を「後」と称する場合がある。
【００２０】
＜筐体１０＞
　本体部１は、筐体１０を有する。筐体１０は、乾燥装置Ａ１の外観の大部分をなし、乾
燥対象物に温風を吐出するための各種装置を収容する。筐体１０は、例えばＡＢＳ樹脂等
の樹脂材料からなるが、その材質は特に限定されない。図３に示すように、本実施形態に
おいては、筐体１０は、筐体上部１０Ａ及び筐体下部１０Ｂからなる。筐体上部１０Ａは
、筐体１０のｚ方向上側部分を構成している。筐体下部１０Ｂは、筐体１０のｚ方向下側
部分を構成している。なお、ここでは筐体１０が複数の別体の部位によって形成される場
合を例に説明したが、全体が一体的に形成されていてもよい。ただし、乾燥装置Ａ１の製
造や使用の便宜から、筐体１０は、複数の別体の部位によって形成されていることが好ま
しい。
【００２１】
　本実施形態の筐体１０は、図１及び図２に示すように、全体として略直方体形状であり
、図４（ａ）に示すように、ｚ方向視において四隅がラウンド形状とされた矩形状である
。筐体１０は、第１側面１０１、第２側面１０２、第３側面１０３、第４側面１０４、上
面１０５及び下面１０６を有し、第１側面１０１～第４側面１０４、上面１０５及び下面
１０６によって囲まれた空間内に各種装置が収容される。
【００２２】
　第１側面１０１は、図１、図４（ａ），（ｂ）及び図５（ａ）に示すように、ｙ方向一
方側を向く面であり、ｚ方向及びｘ方向に対して略平行である。第２側面１０２は、図２
、図４（ａ）及び図５（ａ）に示すように、第１側面１０１とは反対側のｙ方向他方側を
向く面であり、ｚ方向及びｘ方向に対して略平行である。
【００２３】
　第１側面１０１と第２側面１０２との間に位置する第３側面１０３は、図１、図４（ａ
）及び図５（ａ）に示すように、ｘ方向一方側（前側）を向く面であり、ｙ方向及びｚ方
向に対して略平行である。第１側面１０１と第２側面１０２との間に位置する第４側面１
０４は、図２、図４（ａ）及び図５（ｂ）に示すように、第３側面１０３とは反対側であ
るｘ方向他方側（後側）を向く面であり、ｙ方向及びｚ方向に対して略平行である。
【００２４】
　上面１０５は、図１、図４（ａ）及び図５（ａ）に示すように、ｚ方向一方側（上側）
を向く面であり、ｘ方向及びｙ方向に対して略平行である。下面１０６は、図２、図４（
ｃ）及び図５（ａ）に示すように、上面１０５とは反対側であるｚ方向他方側（下側）を
向く面であり、ｘ方向及びｙ方向に対して略平行である。
【００２５】
　また、筐体１０は、吐出口１１、コード収容部１３及び吸気口１４，１５を有する。
【００２６】
　吐出口１１は、図３及び図６に示すように、吐出部４が接続される吐出口１１を有する
。吐出口１１は、筐体１０（本実施形態においては筐体下部１０Ｂ）のｘ方向前側に設け
られた開口部分である。吐出口１１からは、筐体１０から送り出される温風が吐出される
。本実施形態においては、吐出口１１は、第３側面１０３に設けられており、略円形状で
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ある。
【００２７】
　また、筐体１０には、図２及び図５（ｂ）に示すように、外部から空気を吸気するため
の吸気口１４，１５が形成されている。吸気口１４，１５は、筐体１０のｘ方向後側及び
ｙ方向側に設けられた開口部分である。吸気口１４，１５を設ける位置は特に限定されな
い。本実施形態においては、吸気口１４は、第２側面１０２（本実施形態においては筐体
下部１０Ｂの第２側面１０２）に設けられている。吸気口１５は、第４側面１０４（本実
施形態においては、筐体下部１０Ｂの第４側面１０４）に設けられている。吸気口１４，
１５の具体的構成は特に限定されず、図示された例においては、吸気口１４は、ｘ方向に
沿う複数のスリットによって構成されており、吸気口１５は、ｙ方向に沿う複数のスリッ
トによって構成されている。吸気口１４，１５の内部には、たとえばフィルタ（図示略）
が設けられていてもよい。
【００２８】
　また、筐体１０は、図１、図４及び図７に示すように、コード収容部１３を有する。コ
ード収容部１３は、電源コード７を収容するための部位である。図１、図４及び図７に示
すように、コード収容部１３は、第１側面１０１に設けられている。本実施形態における
コード収容部１３は、第１側面１０１側において筐体上部１０Ａと筐体下部１０Ｂとに跨
って設けられる。なお、第１側面１０１及び第２側面１０２は、コード収容部１３との関
係から、コード収容部１３が設けられている面が第１側面１０１と便宜上定義される。例
えば、図示された例とはｙ方向において反対側にコード収容部１３が設けられている場合
、第１側面１０１及び第２側面１０２を逆に定義すればよい。さらに、筐体１０は、第１
側面１０１に設けられたコード収容部１３に加えて、第２側面１０２に設けられた他のコ
ード収容部を有する構成であってもよい。
【００２９】
　図３及び図７に示すように、本実施形態においては、コード収容部１３は、胴体部１３
１及びカバー部１３２を有する。胴体部１３１は、第１側面１０１からｙ方向に突出（膨
出）しており、電源コード７が巻かれる部位である。胴体部１３１の形状等は特に限定さ
れずｙ方向視において円形であっても多角形であってもよいが、図示された例においては
、ｙ方向視において略矩形状である。図７に示すように、胴体部１３１の内部には空洞部
分が形成されている。
【００３０】
　また、図３に示すように、胴体部１３１には、通気部１３１１が形成されている。通気
部１３１１は、胴体部１３１の内部と外部とを通じさせる開口部分であり、たとえば各々
がｙ方向に沿う複数のスリットからなる。また、本実施形態においては、胴体部１３１の
ｚ方向上面及び下面のそれぞれに通気部１３１１が設けられている。また、図示していな
いが、胴体部１３１のｘ方向前面及び後面の少なくとも一方に通気部が形成されていても
よい。なお、本実施形態とは異なり、コード収容部１３は、筐体１０の第１側面１０１の
内部に設けられた空隙部によって構成されていてもよい。
【００３１】
　カバー部１３２は、胴体部１３１のｙ方向端に取り付けられており、胴体部１３１に巻
かれた電源コード７の少なくとも一部を、ｙ方向視において覆うためのものである。カバ
ー部１３２の具体的な構成は特に限定されず、図４（ａ），（ｂ）に示すように、図示さ
れた例においては、主板部１３２１及び延出部１３２２，１３２３を有する。
【００３２】
　主板部１３２１は、ｚ方向及びｘ方向に略平行な板状部位である。主板部１３２１は、
ｙ方向視において胴体部１３１よりも大きく、たとえば略矩形状である。延出部１３２２
は、主板部１３２１から、ｘ方向前方に延出した部位である。図示された例においては、
延出部１３２２は、主板部１３２１のｚ方向略中央部分に繋がっている。延出部１３２２
は、主板部１３２１からｘ方向前方に延出する部分と、ｙ方向において第１側面１０１に
向かって延出する部分とを有する。延出部１３２３は、主板部１３２１から、ｘ方向後方



(7) JP 2020-5773 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

に延出した部位である。図示された例においては、延出部１３２３は、主板部１３２１の
ｚ方向略中央部分に繋がっている。延出部１３２３は、主板部１３２１からｘ方向後方に
延出する部分と、ｙ方向において第１側面１０１に向かって延出する部分とを有する。
【００３３】
　また、筐体１０は、外部から取り入れた空気を吐出部４に向けて空気を送り出す送風手
段２と、送風手段２により送り出される空気を加熱する加熱手段３と、電源部６とを収容
する。
【００３４】
＜送風手段２＞
　送風手段２は、乾燥装置Ａ１が吐出する温風のもととなる風を発生させるためのもので
あり、外部から吸気口１４，１５や胴体部１３１の通気部１３１１を介して空気を吸気し
、吐出口１１側へ送風するようになっている。図３、図６及び図７に示すように、本実施
形態の送風手段２は、筐体１０内に収容され、ファン２１、モータ２２及びケーシング２
３を有する。
【００３５】
　ファン２１は、図６及び図７に示すように、風を発生させる部位であり、ケーシング２
３において回転可能に軸支され、モータ２２の駆動により回転する。本実施形態において
は、ファン２１は、回転軸２１１及び複数の羽根部２１２を有しており、回転軸２１１が
、ケーシング２３によって軸支されている。ファン２１の形式は特に限定されず、図示さ
れた例においては、ファン２１は、いわゆるシロッコファンとして構成されている。回転
軸２１１は、第１側面１０１側に配置されたモータ２２から第２側面１０２側にｙ方向に
延びている。複数の羽根部２１２は、各々がｙ方向に延びており、回転軸２１１周りに配
置されている。図７に示すように、ファン２１は、ｙ方向において第１側面１０１と第２
側面１０２との間に配置されている。
【００３６】
　モータ２２は、ファン２１を回転させるための駆動源であり、ファン２１に連結されて
いる。モータ２２の具体的構成は特に限定されない。図示された例においては、モータ２
２は、ファン２１に対してｙ方向一方側（第１側面１０１側）に配置されている。図３及
び図７に示すように、本実施形態においては、第３側面１０３（第４側面１０４）と胴体
部１３１とを合わせたｙ方向寸法が、送風手段２のｙ方向寸法よりも大きく、モータ２２
は、少なくとも一部が、胴体部１３１の空洞部分内に収容されている。つまり、胴体部１
３１は、モータ２２のｙ方向における半分以上の部位の外形に沿った形状の空洞部分を有
している。図示された例においては、モータ２２のｙ方向における半分以上の部位が、胴
体部１３１の空洞部分内に収容されている。すなわち、ｙ方向視において、胴体部１３１
は、第１側面１０１よりも小さく、モータ２２よりも大きくなるように設計されていれば
よい。また、第３側面１０３及び第４側面１０４のｙ方向寸法が、ケーシング２３のｙ方
向寸法よりも大きく、モータ２２及びケーシング２３を合わせたｙ方向寸法よりも小さく
なるように設計されていればよい。なお、図示された例とは異なり、モータ２２のすべて
が胴体部１３１内に収容されていてもよい。また、本例においては、ｚ方向視において、
胴体部１３１の通気部１３１１とモータ２２の一部とが重なるよう対向している。なお、
胴体部１３１の大きさは、モータ２２の大きさに応じて適宜設計することが可能である。
また、例えば２ｍ～５ｍの電源コードの使用を本実施形態では想定しているが、胴体部１
３１への巻き数が、例えば１５回を超えるような極端に多い巻き数とならないように胴体
部１３１の周囲長さを設定することが、使用者にとって好ましいが、巻き数を限定するも
のではない。
【００３７】
　ケーシング２３は、ファン２１を収容しており、ファン２１の回転によって風を発生さ
せるための空間を規定している。図示された例においては、ケーシング２３は、ｙ方向に
おいて第１側面１０１と第２側面１０２との間に配置されている。図６及び図７に示すよ
うに、ケーシング２３は、吸入口２３１及び送風口２３２を有する。図７に示すように、
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吸入口２３１は、ケーシング２３へと外気を吸入する部位であり、図示された例において
は、ｙ方向他方側（第２側面１０２側）に開口している。図６に示すように、送風口２３
２は、ファン２１によって発生した風が送り出される部位であり、ｘ方向前方に開口して
いる。
【００３８】
＜加熱手段３＞
　加熱手段３は、送風手段２から発生した風を、布団等の生活用品を乾燥させるのに適し
た温度に加熱するためのものである。加熱手段３の具体的な構成は特に限定されず、図３
及び図６に示すように、本実施形態においては、加熱手段３は、加熱部３１、複数の端子
部３２及びヒーターカバー３３を有する。加熱手段３は、図６に示すように、送風手段２
の下流側（ｘ方向前側）に配置されており、図示された例においては、ｘ方向において送
風手段２のケーシング２３の送風口２３２と筐体１０の吐出口１１との間に配置されてい
る。具体的には、ケーシング２３の送風口２３２と筐体１０の吐出口１１とを繋ぐ送風路
に配置される。
【００３９】
　加熱部３１は、電源部６からの電力供給により発熱する部位である。加熱部３１の具体
的構成は特に限定されず、ＰＴＣヒータのような従来公知の様々な電気式ヒータが適宜用
いられる。例えば、加熱部３１は、送風手段２からの風をｘ方向後方から前方へと通風さ
せることが可能なように、複数のヒータ要素が隙間や穴を構成するように設けられる。
【００４０】
　複数の端子部３２は、例えば図示しない電線によって電源部６と接続される部位である
。端子部３２は、加熱部３１の複数のヒータ要素に導通しており、それぞれのヒータ要素
に通電させるためのものである。
【００４１】
　ヒーターカバー３３は、例えばＡＢＳ樹脂等からなり、全体として筒状の部材である。
ヒーターカバー３３は、上述したように加熱部３１が配置され、ケーシング２３の送風口
２３２と吐出口１１とを繋ぐ送風路を構成する。ヒーターカバー３３は、ｘ方向に延びる
ように設けられ、加熱部３１によって加熱された温風がヒーターカバー３３を通過し、吐
出口１１へと導びかれる。
【００４２】
＜電源部６＞
　電源部６は、例えば商用の１００Ｖ交流電力を、送風手段２のモータ２２や加熱手段３
を駆動するのに適した電力に変換するためのものである。図示された例においては、電源
部６は、図３及び図６に示すように、送風手段２のケーシング２３と第４側面１０４との
間に配置されている。電源部６は、例えば電源基板と複数の電子部品とからなる。また、
ｚ方向に延在するように配置される電源基板には、乾燥装置Ａ１の一部または全体の動作
を制御する制御部（図示略）が適宜実装されていてもよい。
【００４３】
＜電源コード７＞
　電源コード７は、例えば商用の１００Ｖ交流電力を電源部６等に通電するためのもので
あり、例えば端部に差込プラグ（図示略）が取り付けられている。図１及び図４（ａ）に
示すように、電源基板に接続される電源コード７は、第１側面１０１側の開口から引き出
され、コード収容部１３に収容されている。本実施形態においては、電源コード７は、コ
ード収容部１３の胴体部１３１に巻かれることによって、コード収容部１３に収容されて
いる。図４（ｂ）に示すように、電源コード７は、胴体部１３１に巻かれた状態では、ｙ
方向視においてカバー部１３２によってそのほとんどが覆われている。乾燥装置Ａ１を使
用する際には、必要に応じて電源コード７が胴体部１３１から繰り出され、所定のコンセ
ントに接続される。
【００４４】
＜把持部１２＞
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　図１、図４（ｂ）及び図６に示すように、把持部１２は、使用者が乾燥装置Ａ１を持ち
運び等する際に利用される部位であり、本体部１の上面１０５側（本実施形態においては
筐体上部１０Ａ）に設けられる。本実施形態においては、把持部１２は、バー部１２１及
び脚部１２２，１２３を有する。バー部１２１は、使用者が把持することが意図された部
位であり、ｘ方向に沿って延びている。また、バー部１２１は、上面１０５からｚ方向上
方に離間している。脚部１２２は、バー部１２１のｘ方向前方端と、第３側面１０３及び
上面１０５の境界部分付近に繋がっている。脚部１２３は、バー部１２１のｘ方向後方端
と、第４側面１０４及び上面１０５の境界部分付近に繋がっている。
【００４５】
＜操作部５＞
　本実施形態においては、図１及び図６に示すように、筐体１０の把持部１２のバー部１
２１に操作部５が設けられている。操作部５は、乾燥装置Ａ１の使用者が乾燥装置Ａ１の
操作を行うためのものである。操作部５は、電源部６の電源基板から供給される電圧や電
流を電源として動作するようになっており、例えば複数の操作ボタン５１、発光インジケ
ータ５２及び操作基板５３を有する。操作基板５３は、バー部１２１に収容されており、
例えばｘ方向を長手方向とする長矩形状である。電源部６からの配線（図示略）は、脚部
１２３内を通って操作基板５３に接続される。また、操作ボタン５１及び発光インジケー
タ５２は、操作基板５３に搭載されている。操作ボタン５１は、押圧されることにより、
所定の電気信号を生成する。発光インジケータ５２は、乾燥装置Ａ１の動作状態に応じて
発光するものであり、例えばＬＥＤを有する。
【００４６】
＜吐出部４＞
　吐出部４は、送風手段２及び加熱手段３によって生成され、筐体１０の吐出口１１から
吐出された温風を、使用者の所望の領域に吐出するためのものである。図６に示すように
、吐出部４は、吐出口１１側に保持された状態において、送風手段２の送風方向であるｘ
方向に沿って延出している。本実施形態においては、図９に示すように、ホース取付部４
１、ホース４２及びノズル４３によって構成されている。
【００４７】
　ホース取付部４１は、筐体１０の吐出口１１側にホース４２を取り付けるための部位で
あり、吐出口１１とホース４２の一端との間に介在している。ホース取付部４１の材質は
特に限定されず、例えばＡＢＳ樹脂であってもよいが、加熱手段３と近い位置である点か
ら耐熱性に優れた樹脂であることが好ましく、例えばガラスを含有するポリブチレンテレ
フタラート（ＰＢＴ）等の樹脂材料からなる。また、ホース取付部４１は、ノズル４３と
係合することで吐出口１１から延びる吐出部４の長さを最小に維持することができる。図
示された例においては、図６、図８及び図９に示すように、ホース取付部４１は、筒状部
４１１、係合部４１２及び支持部４１３を有する。
【００４８】
　図９に示すように、筒状部４１１は、ｘ方向を軸方向とする短筒形状の部位である。図
８及び図９に示すように、係合部４１２は、ノズル４３と係合するための部位であり、そ
の具体的な形状等は特に限定されない。図示された例においては、係合部４１２は、筒状
部４１１からｘ方向前方に延出しており、先端に爪形状の部分が設けられている。本例の
ホース取付部４１は、ｙ方向両側に２つの係合部４１２を有する。図６に示すように、支
持部４１３は、筐体１０によってホース取付部４１（吐出部４）をより確実に支持するた
めのものである。図示された例においては、支持部４１３は、筒状部４１１のｚ方向下側
にｙ方向に亘って設けられ、ｙ方向断面が略Ｌ字状の板状部材である。また、筐体１０の
内側において、ｘ方向前側かつｚ方向下側のコーナー部は、支持部４１３に対応する形状
となっているために、支持部４１３が収まる。これにより、支持部４１３が筐体１０から
の抜け止めとして機能する。また、支持部４１３の端部は、筐体１０のコーナー部からｘ
方向後側に延び、吐出口１１と加熱部３１との間まで到達している。このため、支持部４
１３を有するホース取付部４１は、上述のように耐熱性樹脂であることが好ましい。
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【００４９】
　ホース４２は、送風手段２及び加熱手段３によって生成され、筐体１０の吐出口１１か
ら吐出された温風をノズル４３へと導くための管状部材である。ホース４２の具体的な構
成は特に限定されず、図９に示すように、図示された例においては、ホース本体４２１及
び支持部材４２２，４２３を有する。ホース本体４２１は、ホース４２の大部分を占める
部位である。ホース本体４２１としては、例えば蛇腹構造を有する屈曲及び伸縮が可能な
構成が挙げられるがこれに限定されるものではない。
【００５０】
　支持部材４２２は、ホース本体４２１のｘ方向一端に取り付けられており、例えばＡＢ
Ｓ樹脂等の樹脂材料からなる。支持部材４２２は、ホース取付部４１において回転可能に
支持される部材である。図６及び図８に示すように、支持部材４２２は、筒状部分と、筒
状部分の一端に繋がる枠板状部分とを有する。支持部材４２２の筒状部分は、例えば内周
面にホース本体４２１を取り付けるためのねじ部等の突起が形成されている。また、支持
部材４２２は、ホース取付部４１の筒状部４１１内に収容されている。支持部材４２２は
、筒状部４１１によってｘ方向の移動が規制されている一方、ｘ方向周りの回転が許容さ
れている。具体的には、筒状部４１１のｘ方向前側の端縁部において内向きフランジ状部
分を有し、内向きフランジ状部分の内径が支持部材４２２の外径より小さいことにより、
筒状部４１１に対する支持部材４２２のｘ方向前側への抜け止めが可能となる。
【００５１】
　支持部材４２３は、ホース本体４２１のｘ方向他端に取り付けられており、例えばＡＢ
Ｓ樹脂等の樹脂材料からなる。図８及び図９に示すように、支持部材４２３は、外側筒状
部４２３１、端部４２３２、内側筒状部４２３３及び内向きフランジ部４２３４を有する
。外側筒状部４２３１は、ｘ方向を軸方向とする短筒形状の部位であり支持部材４２３の
最外方に位置する。内側筒状部４２３３は、外側筒状部４２３１の内側に位置する筒状部
分である。端部４２３２は、外側筒状部４２３１と内側筒状部４２３３とのｘ方向の後方
端縁同士を繋いでいる。内向きフランジ部４２３４は、内側筒状部４２３３のｘ方向前方
端縁から内向きに延出している。内側筒状部４２３３は、例えば内周面にホース本体４２
１を取り付けるためのねじ部等の突起が形成されている。
【００５２】
　ノズル４３は、温風を吐出する部位であり、図９に示すように、ホース４２の他端に設
けられている。ノズル４３の具体的な構成は特に限定されず、図示された例においては、
ノズル本体４３１及び環状部材４３２を有する。ノズル４３の材質は特に限定されず、例
えばポリプロピレン（ＰＰ）樹脂等の樹脂材料からなる。
【００５３】
　ノズル本体４３１は、図９に示すように、筒状部４３１１、主吐出口４３１２及び副吐
出口４３１３を有する。筒状部４３１１は、ノズル本体４３１の大部分をなす部位であり
、図６及び図８に示す状態において、ｘ方向を軸方向とする略角筒状の部位である。主吐
出口４３１２は、ｘ方向に温風を吐出させる部位であり、筒状部４３１１のｘ方向前側部
分に設けられた開口である。主吐出口４３１２の具体的な構成は特に限定されず、図示さ
れた例においては、各々がｙ方向に沿う複数のスリットからなる。
【００５４】
　副吐出口４３１３は、主吐出口４３１２から吐出される温風に加えて、主吐出口４３１
２とは異なる方向に温風を補助的に吐出するためのものである。図示された例においては
、図６に示すように、筒状部４３１１のｚ方向両側に２つの副吐出口４３１３が設けられ
ており、図８に示すように、ｙ方向両側に２つの副吐出口４３１３が設けられている。す
なわち、本例のノズル本体４３１は、４つの副吐出口４３１３を有する。副吐出口４３１
３の具体的な構成は特に限定されず、図示された例においては、各々がｘ方向に延びる複
数のスリットからなる。
【００５５】
　環状部材４３２は、図９に示すように、ノズル本体４３１のｘ方向一端に取り付けられ
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ており、ノズル４３をホース４２のｘ方向他端に取り付けるためのものである。本実施形
態においては、ノズル本体４３１は、環状部材４３２に対して脱着可能とされているが、
これに限定されず、ノズル本体４３１が環状部材４３２に一体的に固定されていてもよい
。環状部材４３２の具体的な構成は特に限定されず、図示された例においては、図８及び
図９に示すように、環状部材４３２は、筒状部４３２０と、筒状部４３２０の内周面側か
らｘ方向前方に突出した被係合部４３２２とを有する。具体的に、筒状部４３２０は、外
側筒状部４３２１、端部４３２３及び内側筒状部４３２４を有する。外側筒状部４３２１
は、ｘ方向を軸方向とする短筒形状の部位であり、ｘ方向視において略矩形状である。内
側筒状部４３２４は、外側筒状部４３２１の内側に位置する筒状部分である。端部４３２
３は、外側筒状部４３２１と内側筒状部４３２４とのｘ方向の後方端縁同士を繋いでいる
。被係合部４３２２は、内側筒状部４３２４の一部からｘ方向前方に突出した部位である
。被係合部４３２２は、図８に示すように、ホース取付部４１の係合部４１２と係合する
ための部位である。本実施形態においては、２つの係合部４１２に対応して２つの被係合
部４３２２が設けられている。図８に示すように、係合部４１２の径方向外側に突出する
爪部分が、被係合部４３２２のｘ方向前端に当接することにより、係合部４１２が被係合
部４３２２に係合している。このような構成により、ノズル４３は、ホース取付部４１に
対して脱着可能である。なお、係合部４１２及び被係合部４３２２の具体的な構成は特に
限定されない。例えば、係合部４１２が径方向外方に突出する突起であり、被係合部４３
２２が、係合部４１２としての突起が嵌まり込む凹部であってもよい。また、環状部材４
３２が係合部を有し、ホース取付部４１が被係合部を有する構成であってもよい。
【００５６】
　図８に示すように、ノズル４３の被係合部４３２２とホース取付部４１の係合部４１２
とが係合した状態は、吐出部４が収縮した状態であり、ホース４２のほとんどがノズル４
３に収容されている。一方、図１０及び図１１に示すように、ノズル４３の被係合部４３
２２とホース取付部４１の係合部４１２との係合を解除すると、ノズル４３をホース取付
部４１及びホース４２に対してｘ方向前方へとスライドさせることが可能である。これに
より、吐出部４が伸長した状態となる。このように、吐出部４は、伸縮可能な構成である
。なお、吐出部４の伸長状態においては、ホース４２の支持部材４２３が、環状部材４３
２がｘ方向前方へとさらに移動することを規制している。具体的には、図１１に示すよう
に、環状部材４３２の内側筒状部４３２４のｘ方向前端が、支持部材４２３の端部４２３
２に当接することにより、環状部材４３２のｘ方向前方への移動が規制されている。ただ
し、ノズル４３は、支持部材４２３に対してｘ方向周りに回転可能である。
【００５７】
　次に、乾燥装置Ａ１の作用について説明する。
【００５８】
　図１に示すように、吐出部４は、筐体１０の吐出口１１に取り付けられた状態で、送風
方向であるｘ方向に延出している。このため、例えば筐体１０の一部に吐出部４のホース
４２等を沿わせて保持するための凹部等を形成する必要がない。これにより、乾燥装置Ａ
１の美観を高めることができる。
【００５９】
　また、図１は乾燥装置Ａ１の使用状態の一例を示しており、乾燥装置Ａ１は、筐体１０
の下面１０６によって自立可能である。この自立姿勢において、筐体１０の第３側面１０
３からｘ方向に延出する吐出部４は、ホース取付部４１とノズル４３とが係合することで
吐出口１１から延びる長さが最小の状態で水平方向に突出している。このような構成は、
乾燥装置Ａ１を安定して自立させた状態で、吐出部４のホース４２を伸長させたり屈曲さ
せたりすることなく、例えば掛布団Ｆｏ及び敷布団Ｆｂ乾燥対象物の乾燥または加熱を行
うことが可能である。一方、図１１は、乾燥装置Ａ１の使用状態の一例を示しており、乾
燥装置Ａ１は、掛布団Ｆｏ及び敷布団Ｆｂの乾燥または加熱に用いられる。この状態にお
いては、ノズル４３がホース取付部４１及びホース４２に対してｘ方向前方にスライドさ
れており、吐出部４が伸長状態とされている。これにより、掛布団Ｆｏ及び敷布団Ｆｂの
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より奥方に温風を行き渡らせることが可能である。したがって、乾燥装置Ａ１によれば、
吐出部４が乾燥装置Ａ１の外観を損なうことを抑制しつつ、適切な乾燥または加熱機能を
果たすことができる。
【００６０】
　図３及び図７に示すように、電源コード７が巻かれる胴体部１３１には、モータ２２の
少なくとも一部が収容されている。これにより、電源コード７を巻きつけるのに適した部
位を形成しつつ、この部位をモータ２２の収容スペースに兼用することが可能である。し
たがって、電源コード７用に筐体１０の内部に空間を設けて収容する必要がなく、電源コ
ード７を適切に収容しつつ、乾燥装置Ａ１の小型化を図ることができる。また、図４（ｂ
）に示すように、カバー部１３２が電源コード７を覆う構成であることにより、乾燥装置
Ａ１の外観に電源コード７が表れることを抑制可能であり、乾燥装置Ａ１の美観を向上さ
せることができる。また、図３に示すように、胴体部１３１には、通気部１３１１が設け
られている。通気部１３１１は、ｚ方向視においてモータ２２と重なっている。このため
、乾燥装置Ａ１の運転に伴い、モータ２２が発熱した場合に、通気部１３１１から放熱す
ることが可能である。特に、モータ２２を挟んでｚ方向両側に通気部１３１１を有する構
成は、モータ２２の下方から上方へと向かう気流を発生しやすく、放熱向上に好ましい。
【００６１】
　図６及び図８に示すように、吐出部４の収縮状態においては、ホース取付部４１の係合
部４１２とノズル４３の被係合部４３２２とが係合することにより、ホース取付部４１と
ノズル４３とが互いに固定されている。これにより、吐出部４の収縮状態を維持すること
が可能であり、例えば乾燥装置Ａ１の不使用時に吐出部４が意図せず伸長してしまうこと
を防止することができる。また、吐出部４の伸長状態（ノズル４３とホース取付部４１と
の係合が解除されている状態）においては、ホース４２及びノズル４３は、ｘ方向周りに
互いに回転可能である。これは、ホース４２及びノズル４３に不当な撓みが生じることを
抑制するとともに、所望の角度にノズル４３を回転させることが可能であり、様々な生活
用品を乾燥または加熱することができる。
【００６２】
　図４（ｂ）に示すように、把持部１２のバー部１２１は、送風方向であるｘ方向に沿っ
て延びる形状であり、上面１０５からｚ方向上方に離間している。このようなバー部１２
１は、乾燥装置Ａ１を図示された姿勢（下面１０６がｚ方向下側を向くような姿勢）で持
ち運んだり、所望の位置に自立した姿勢で載置したりするのに適している。
【００６３】
＜第２実施形態＞
　図１２及び図１３は、本発明の第２実施形態に係る乾燥装置を示している。なお、これ
らの図において、上記実施形態と同一または類似の要素には、上記実施形態と同一の符号
を付している。
【００６４】
　本実施形態の乾燥装置Ａ２は、上述した乾燥装置Ａ１とはさらに異なる姿勢であっても
自立可能とされている。本実施形態においては、把持部１２は、支持部１２５を有する。
支持部１２５は、脚部１２３からｘ方向後方に隆起した部位であり、自立面１２５１を有
する。自立面１２５１は、ｘ方向に対して直角（ｙ方向及びｚ方向に対して平行）である
面であり、好ましくは、第４側面１０４と面一である。なお、本発明の支持部の他の例と
しては、たとえば筐体１０の一部として形成されるなど、把持部１２から離間した構成で
あってもよい。
【００６５】
　また、本実施形態のコード収容部１３のカバー部１３２の延出部１３２３は、自立面１
３２４を有する。自立面１３２４は、ｘ方向に対して直角（ｙ方向及びｚ方向に対して平
行）である面であり、好ましくは、第４側面１０４と面一である。自立面１３２４を含む
延出部１３２３は、本発明における支持部の一例に相当する。
【００６６】
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　本実施形態によっても、吐出部４が乾燥装置Ａ２の外観を損なうことを抑制しつつ、適
切な乾燥または加熱機能を果たすことができる。また、乾燥装置Ａ２は、図１１に示した
乾燥装置Ａ１と同様の自立姿勢に加えて、図１２に示すように、第４側面１０４、自立面
１２５１及び自立面１３２４を床面ＦＬに当接させることにより、異なる姿勢で自立させ
ることが可能である。これにより、吐出部４からの温風を鉛直方向上方に吐出することに
より乾燥装置Ａ２の用途をさらに広げたり、乾燥装置Ａ２を室内において収納する際に、
載置面積を縮小することができる。
【００６７】
　以上説明したように、本実施形態における乾燥装置Ａ１は、吸気口１４，１５及び吐出
口１１を有する筐体１０と、筐体１０内に収容された送風手段２と、送風手段２と吐出口
１１との間に設けられ、送風手段２により送り出される空気を加熱する加熱手段３と、吐
出口１１に設けられる吐出部４とを備え、吐出部４は、送風手段２の送風方向（ｘ方向）
に沿って延出し、送風手段２は、ｘ方向と交差する方向であるｙ方向に沿う回転軸周りに
回転することにより風を発生させるファン２１及びファン２１を駆動するモータ２２を有
しており、筐体１０は、ｙ方向において互いに対向する第１側面１０１及び第２側面１０
２と、第１側面１０１に設けられ且つ電源コード７を収容するためのコード収容部１３（
胴体部１３１）を有する。
【００６８】
　このような構成において、筐体１０のｙ方向寸法が送風手段２のｙ方向寸法に合った大
きさであり、筐体１０のｘ方向寸法がｘ方向後側からｘ方向前側に順に並ぶ電源部６、送
風手段２（ケーシング２３）及び加熱手段３（ヒーターカバー３３）を合わせたｘ方向寸
法に合った大きさであり、筐体１０のｚ方向寸法が、電源部６、送風手段２（ケーシング
２３）及び加熱手段３（ヒーターカバー３３）のうちｚ方向寸法が最大である送風手段２
（ケーシング２３）のｚ方向寸法に合った大きさである。そして、電源コード７を収容す
るための空間を筐体１０内部に形成していない。したがって、極めてコンパクトな乾燥装
置を提供することができる。
【００６９】
　本発明に係る乾燥装置は、上述した実施形態に限定されるものではない。本発明に係る
乾燥装置の各部の具体的な構成は、種々に設計変更自在である。
【００７０】
　乾燥装置Ａ１では、ホース４２が吐出口１１に対して回転可能に取り付けられる構成で
あるが、これに限定されるものではない。ホース４２が吐出口１１に対して固定状態で取
り付けられる構成であってもよい。また、乾燥装置Ａ１では、本体部１（筐体１０）に対
して吐出部４が伸縮可能であるが、これに限定されるものではない。本体部１（筐体１０
）と吐出部４とが一体的に構成されていてもよい。この場合、吐出部４は、伸縮しない構
成となり、例えば吐出口１１にホース４２の一端が取り付けられ、ホース４２の他端がノ
ズル４３の主吐出口４３１２の手前か、好ましくは副吐出口４３１３の手前まで送風路と
して延びていればよい。
【符号の説明】
【００７１】
Ａ１，Ａ２：乾燥装置
１　　　　：筐体
２　　　　：送風手段
３　　　　：加熱手段
４　　　　：吐出部
５　　　　：操作部
６　　　　：電源部
７　　　　：電源コード
８　　　　：電源部
１０Ａ　　：筐体上部
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１０Ｂ　　：筐体下部
１１　　　：吐出口
１２　　　：把持部
１３　　　：コード収容部
１４，１５：吸気口
２１　　　：ファン
２２　　　：モータ
２３　　　：ケーシング
３１　　　：加熱部
３２　　　：端子部
３３　　　：ヒーターカバー
４１　　　：ホース取付部
４２　　　：ホース
４３　　　：ノズル
５１　　　：操作ボタン
５２　　　：発光インジケータ
５３　　　：操作基板
１０１　　：第１側面
１０２　　：第２側面
１０３　　：第３側面
１０４　　：第４側面
１０５　　：上面
１０６　　：下面
１２１　　：バー部
１２２，１２３：脚部
１２５　　：支持部
１３１　　：胴体部
１３２　　：カバー部
２１１　　：回転軸
２１２　　：羽根部
２３１　　：吸入口
２３２　　：送風口
４１１　　：筒状部
４１２　　：係合部
４１３　　：支持部
４２１　　：ホース本体
４２２，４２３：支持部材
４３１　　：ノズル本体
４３２　　：環状部材
１２５１　：自立面
１３１１　：通気部
１３２１　：主板部
１３２２，１３２３：延出部
１３２４　：自立面
４３１１　：筒状部
４３１２　：主吐出口
４３１３　：副吐出口
４３２０　：筒状部
４３２１　：外側筒状部
４３２２　：被係合部
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４３２３　：端部
４３２４　：内側筒状部
ＦＬ　　　：床面
Ｆｂ　　　：敷布団
Ｆｏ　　　：掛布団
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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